
 

 

 

 

 

 

 

 

 道教委が令和４年２月に公表した「令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査『北海道版結果報告書』」

では、全国平均や体力合計点が高い都府県と比較し、「挑戦心」や「自己肯定感」など、内面に関わる質問項目に

対して、北海道は、肯定的な回答をしている児童生徒の割合が低いことや、これらの児童生徒の内面は、体力・運

動能力との間に一定の相関が見られるということが明らかになったところです。 

 各学校においては、体育・保健体育授業において、本資料を参考に児童生徒の「挑戦心」や「自己肯定感」の

育成に向けた授業改善に努めるようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022年）６月22日発行 

第 3７号 
北海道教育庁学校教育局健康・体育課 

 

※ 【参考】生徒指導リーフ Leaf.18「『自尊感情』？それとも『自己有用感』？」（文部科学省 国立教育政策研究所） 

【ポイント①】 

授業における様々な場面で、子どものよいところを褒めたり、認めたりしてあげることが大切！ 

体育授業を通した児童生徒の内面の育成に向け、 
授業で大切にしてほしい２つのポイント 

 

● 子どもは「褒められたい！」「認められたい！」 

 子どもは子どもなりのこだわりで努力したり工夫したりしたことを「認められたい」し、「褒めてほしい」と考

えています。単なる「できたからよかったね」、「できなかったから次がんばろうね」と評価するだけではなく、子

ども自身が単元開始前に考えた目標や課題解決に向けて工夫する点などを把握し、現時点でどこまで達成できてい

るのかを具体的に評価してあげることが「褒める」場面では非常に重要となります。 

【ポイント②】 

単元を通して、「主体的な学び」や「協働的な学び」を意図的・計画的に設定しましょう！ 

 

撮影した動画

を一緒に確認

し、それぞれ

の課題に応じ

た動きのポイ

ントを個別に

具体的かつ丁

寧に説明 

自己の課題解決

に向けた取組に

対する学習支援

ツールを活用し

た具体的な評価 

 「授業において、『主体的な学び』や『他者との協働』を行っている」と回答した子どもは、「挑戦心」、「達成感」、
「規範意識」、「自己有用感」といった自己肯定感と関連の見られる項目に関する意識が高い傾向にあることから、学習
指導要領に基づいた「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進めることが重要です。 

※ 【参考】「自己肯定感を高め、自らの手で未来を切り拓く子供を育む教育の実現に向けた、学校、家庭、地域の教育力の向上（第十次提言）」（教育再生実行会議） 

ＩＣＴを活

用した仲間

との対話を

通して、自

己の思考を

広げたり深

めたりする

ため協働的

な学びの設

定 

動画遅延装置など、ＩＣＴを効果的に

活用し、粘り強く自己の課題解決に向
けて取り組む主体的な学びの設定 

Ａ Ｆ 

Ｂ Ｇ 

Ｃ Ｈ 

Ｉ Ｄ 

Ｊ Ｅ 

はじめさんが、かなり遠くからふ
みきっていたけど、上手に跳べて
いた。自分ももっと遠くから踏み
切りができればと思う。 

タイムが速くなってうれしい。この
調子でラストも頑張りたい。 

よく見ていたね。遠くから踏み切
れると、上に跳ばないから無駄
が減って、もっといいタイムが出
せるはず！ 

おお！おめでとう！ 
何に気を付けたらタイムが良くな
ったのかな？ 

児童生徒の取組の成果に対する教師からの価値付け 

タイム差合計 

タイム差平均 タイム差平均 

課題：５０ｍ走の自分のタイムより速く走ろう 

タイム差合計 

協働的な

学びを創

出するた

めの学習

形態など

の工夫 

(例：グル

ープ対抗

ハードル

走の設定) 


